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第1860回

 10条「万物生々」 　　白鳥の間
　6月22日

一般社団法人
倫理研究所　

浜松市倫理法人会　運営委員
（株）PanAcea 代表

山崎　健太郎　様

浜松市倫理法人会
会員スピーチ

浜松市倫理法人会　
ＴＥＬ053-450-3262　　ＦＡＸ053-450-3263

（一社）倫理研究所　法人局
参事　法人アドバイザー 角田　恭恵　様

やまざき　　　　　　　　　　　　けんたろう　

入場
無料

6か月倫理を学び出会った言葉
「病気は生活の赤信号」

浜松市倫理法人会　運営委員
クリイト（株）浜松中央支店
クリイトアドバイザー

大杉　祐輝　様
おおすぎ　　　　　　　　　　　　ゆうき

「苦難の先には幸福の門がある」

テーマテーマ

万人幸福の栞P77

講話メッセージ
私自身の仕事を通して、そして私自身が体験、経験しました、
病気の根本である心の暗影「生活の無理なところ」
そして生活、仕事の不自然さが、自分に体に赤信号としてあらわれる。
身体が示してくれることをキャッチしましょう。

講話メッセージ
誰もが恐れる苦難。病気・災難・貧困・・・
少しも苦しみがないという方はいるのであろうか？
苦難こそ幸福に入る狭い門です。
しっかりと足を踏みしめて、門のとびらを強くおし開きましょう。


